
 

 

 

いじめ場面における傍観者の利益構造の検討 

－個人の性格特性は集団における行動選択の決め手と成り得るか 
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【目的】 

近年、「いじめ」は学校現場が抱える問題の一つ

として関心が高まりつつある。「いじめ」の問題を

議論する上で、加害者と被害者を取り巻く「傍観

者」の存在は無視できない。例えば、坂西は被害

者が周囲の友人に援助を要請するか否かが、いじ

めの完全解決に大きな意味を持つことを指摘して

おり、被害者自身が反撃することができないよう

な孤立状態を生み出している集団の状況こそ明ら

かにするべき課題であるとしている。その一方

で、「傍観者」は、いじめを抑制・停止させるだけ

でなく被害者の心理的苦痛を低減させる役割を持

つことも明らかになっている。 

このような背景から、傍観者の行動選択が生起

される要因について検討することは、いじめとい

う問題を根本的に解決する上で重要な課題である

と考えられる。例として、社会心理学の分野で

は、計画的行動理論の視点から傍観者の被害者援

助行動を予測する因子として、「援助意図」と「統

制可能性」が導き出されている。しかしながら、

この研究では調査方法が回顧による質問紙調査で

あったために、いじめに遭遇した当時の状況が正

しく回答に反映されていない可能性がある（思い

出しバイアス）。これにより、援助行動が実際の生

起頻度を正確に反映しているかということについ

て疑問が残る。また、経済学の分野では、傍観者

の利益構造を分析する手法としてゲーム理論が注

目されている。しかしながら、ゲーム理論を用い

たシミュレーション研究では、傍観者の利益構造

が単純化されているため、実際のいじめ場面に還

元して考えることが難しい。 

以上のことから、本研究では、研究の目的を次

の 2つに設定した。1つ目は、より現実に基づい

たいじめ場面を想定するために、傍観者の利益構

造に含まれる要素について検討することである。2

つ目は、傍観者の援助行動が生起される要因を検

討するために、実証実験のなかで傍観者の性格特

性が行動選択に及ぼす影響について分析すること

である。 

 

【方法】 

実験で使用するゲームのルールを決めるために、

先行研究から傍観者の利益構造について検討を加

えた。その後、男女 90名（18～23歳）を対象者

とし、実証実験および質問紙調査を、10人ごとの

グループに分けて実施した。実証実験は、練習試

行 1回のあと本試行 10回を実施し、その後質問紙

調査を行った。 

 

【結果・考察】 

（１）実証実験の結果から、対象者は加害者から

の制裁行動を想定した「罰則」の頻度が低いほ

ど、いじめに対して非協力的な行動を選択しやす

くなることが明らかにされた。これにより、いじ

め場面における加害者の制裁行動が、傍観者のい

じめ助長行動を生起する強い誘因となっているこ

とが明らかにされた。 

（２）「援助意図」・「統制可能性」を導く性格因子

として予想した「集団主義傾向」および「自己効

力感」の高さは、いずれも単一では協力行動の選

択率と関連を示さないことがわかった。そこで、

集団主義尺度得点と自己効力感得点をもとに対象

者をクラスタ化し、グループ内の各クラスタの人

数と試行毎の協力行動を選択した人数の関連を分

析した。その結果、本試行 1回目のときにのみ 2

因子間に正の相関が認められた（基礎群 r = 

0.885 , p < 0.01 ; 煽動群 r = -0.717 , p < 

0.05 ; 孤独群 r = -0.854 , p < 0.01）。これら

の結果から、いじめ場面において個人の行動選択

と性格特性は、早期の段階でのみ関連を持つこと

が示唆された。 

 以上の結果から、いじめの予防もしくは早期対

応においては、性格特性を左右する日常生活から

の教育や指導が有効であることが判明した。しか

し、その一方で継続的、慢性的ないじめ場面にお

いては、傍観者の行動選択は、性格特性に左右さ

れず、環境に依存することが明らかにされた。こ

のようないじめを解消するためには、傍観者が属

する環境や制度そのものの見直しを図ることが必

要ではないかと、本研究は結論付ける。 
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